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糖尿病の食事指導は外来で瑚国別の食事指導を行う以

前は,教団指導を中心に行ってきまLた. LかL,今回実

施したアソケ- ト調餐により集団指導のみを受沸 した人

の食事療法に対する理解度という点では満足な結果が得

られていません.これは餐団指導では,個々の能プ封こ応

じて指導が行なえないためと思われます.そこで,--つ

の試みとして外来田の診察までの待ち時間を希E潤 して個

別に栄養指導を行-Jてきましたが,今回の調蜜からこの

食事指導を受講Lた人の理解度が,集団指導のみを受講

した人に比べ向上 しているが確認されまLた.今回の調

査により食事指導は集団教育をあくまでも基礎知識を習

得する磯と位置-3げ,その後,個々g)ケ--スに応 じた個

人指導が必要と考えます,雨着の綴み合せが食事指導の

効果の向上につながると考えられます.

13)当院が行っている 糖 F 緋 締患者に対する
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昭和58年専門病棟における教育入院システム発足,昭

和60年7月から主に外来患者を対象に確固で 1タ-汁

(太 ･木)の糖尿病教室を行 う.昭和61年相月から年 3

帆 バイキング方式の試食会を行う.昭和59年4月から

毎週水曜日に入院患者とその家族を含む昼食会を行う.

昭和63年7J摘 ㌃ゝJ調理演習に変更する.昭和63年8月に
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2回小児糖尿病を対象に調理実習を行う,

く試食会,調理襲習,小児糖尿病の調理窯関の方法と

説明＼＼･

(まとめ〉バイキソダ方式の試食会での体験から多く

の献立の率から患者が指示カロu-をこ食わせてバランス

良く適畳を摂る習慣を身につけさせるように.調理実習

については,はかりを使って食品を評厳 したり,油や調

味料Lr)l仁LL､使用鼠を経験させ.食牛狛二阻L､をl)たせ

ることをこ役立つと考えております.小児糖尿病の寛習で

は,仲間作 りや調理の楽 しさを知ってもらえたらと思っ

ておI)I.I.tJ寸.
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15)レス トランや食草で糖尿病 食キ メニュ-に

加 えて もらうために
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